
室
町
時
代
の
中
期
以
降、
連
歌
師
の
定
家
崇
拝
が
源
氏
物
語
研
究
の
隆
盛

を
も
た
ら
し、
青
表
紙
本
の
復
興
期
が
到
来
し
た。
宗
祇・
肖
柏・
三
条
西

実
隆
の
三
人
は、
師
匠
の
一
条
兼
良
の
読
み
を
継
承
じ、
多
く
の
注
釈
魯
と

青
表
紙
本
系
統
の
本
文
を
残
し
た。
宗
祇
所
持
の
本
文
は
今
に
伝
わ
っ
て
い

な
い
が、
肖
柏
筆
の
所
謂
肖
柏
本
(
r
大
成
校
異
篤」
採
録）
、
実
隆
筆
の

害
陵
部
蔵
育
表
紙
証
本、
そ
し
て
実
隆・
公
条・
公
順
筆
の
三
条
西
家
証
本

(
r
大
成
校
異
篇』
採
録）
の
三
本
は、
戦
前
ま
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
広
く

行
わ
れ
た
r
湖
月
抄』
や
『
首
薔
源
氏
物
語』
の
載
せ
る
本
文
と
性
格
を
密

注
ー

に
し
て
お
り、
そ
の
性
格・
成
立
過
程
を
究
明
す
る
こ
と
は
意
味
の
な
い
こ

と
で
は
な
い。

嘗
て
山
脇
毅
氏
は、
『
実
隆
公
記」
の
記
述
を
具
さ
に
検
討
し
て、
三
条

注
2

西
家
の
育
表
紙
証
本
が
肖
柏
所
持
の
本
文
を
借
覧
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
と

推定
さ
れ、
ま
た
岡
野
道
夫
氏
は
先
の
三
条
西
家
に
ゆ
か
り
の
三
本
を
詳
細

注
3

に
調
査
し
た
結
果、
そ
の
緊
密
性・
流
動
性
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た。

本
稿
は、
こ
の
よ
う
な
二
氏
の
研
究
の
到
達
点
に、
兼
良
・
宗
祇・
肖
柏．

実
隆
四
人
の
注
釈
の
大
成
で
あ
り
三
条
西
家
の
源
氏
学
の
出
発
点
で
も
あ
っ

は
じ
め
に

肖
柏
・

実
隆
の
源
氏
物
語
本
文
と
『

弄
花
抄
』

た
『
弄
花
抄』
と
い
う
注
釈
書
を
加
え
ろ
こ
と
に
よ
っ
て、
三
本
の
成
立
過

程•
本
文
の
揺
れ
動
く
様
相
を
具
体
的
に
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る。

部
分
と
部
分
の
類
似
に
重
き
を
置
い
た
諸
伝
本
の
分
類
の
過
程
で、
手
つ

か
ず
の
状
態
の
ま
ま
そ
こ
に
取
り
残
さ
れ
た
問
題
点、
即
ち一
伝
本
に
固
有

な
異
文
が、
い
か
に
し
て
出
現
す
る
に
至
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
得
る
の
は、

唯一
筆
者
の
説
み
そ
の
も
の
な
の
で
あ
り、
古
注
等
に
窺
わ
れ
る
読
み
の
継

承
を
辿
っ
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て、
我
々
は
本
文
伝
流
の
歴
史
を
遡
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

紅
梅
巻
の
「
左
大
臣」

源
氏
物
語
の
所
謂
第
三
部
世
界
始
発
に
位
醤
す
る
匂
宮
三
帖
は、
内
部
に

重
大
な
矛
盾
を
抱
え
て、
果
て
は
偽
作
説
ま
で
出
現
し、
い
ま
だ
首
肯
し
得

ろ
解
決
案
を
み
な
い。
紅
梅
巻
で、
薫
は
夕
霧
右
大
臣
や

紅梅

大納営
に
「
源

中
納
宮」
と
呼
ば
れ
て
い
ろ。
そ
れ
だ
け
な
ら
問
題
は
な
い。
と
こ
ろ
が
竹

河
巻
を
見
る
と、
薫
が
中
納
宮
に
な
る
と
同
時
に、
夕
霧
右
大
臣
は
左
大
臣

に、
紅
梅
大
納
言
は
右
大
臣
に
そ
れ
ぞ
れ
昇
進
す
る
記
事
が
あ
る。
何
故
紅

梅
巻
で
夕
霧・
紅
梅
大
納
宮
は
左
大
臣・
右
大
臣
と
呼
ば
れ
て
い
な
い
の
か。

藤

原

勝

巳

-1-



こ
の
問
題
に
関
し
て、
兼
良
は
こ
う
述
ぺ
て
い
ろ。

此
の
巻
に
薫
を
源
中
納
言
と
い
へ
ろ
は
あ
や
ま
り
也。
（
中
略）
夕
霧

を
右
大
臣
と
か
き、

紅
梅
ノ
お
と
ど
を
按
察
使
大
納
言
と
筍
侍
れ
ば、

昇
進
の
前
の
軍
也。

注
4

(
r
源
氏
物
語
年
立』
．
享
徳
二
年）

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
二
十
年
の
後、
『
花
烏
余
情』
を
著
し
た
兼
良
は、

年

立
上、．
正
編
世
界
で
は
光
源
氏
の
年
齢
・
官
位
を、
続
編
世
界
で
は
滋
の
年

齢
．．
 官
位
を
基
準
と
す
ろ
と
い
う
原
則
に
従
い、
「
源
中
納
言」
を
尊
誼、

紅
梅
巻
を
匂
宮
巻
の
竪
の
並
び
と
捉
え、
竹
河
巻
を
二
巻
に
対
し
て
竪
横
の

並
び
と
し
て、

紅
梅
巻
の
夕
窮
右
大
臣
・
紅
梅
大
納
言
の
問
題
を
保
留
し
た。

こ
の
兼
良
の
新
説
の
欠
陥
部
分
を
補
っ
た
の
が
弟
子
の
宗
祇
で
あ
ろ。

お
な
し
き
と
き
の
転
任
の
う
へ
は
夕
霧
は
左
大
臣
紅
梅
大
納
言
は
右
府

た
ろ
へ
き
を
夕
霧
を
右
の
お
と
ヽ
と
か
き
藤
大
納
言
を
そ
の
ま
ま
大
納

言
と
い
へ
る
は
す
き
に
し
方
よ
ひ
な
ら
ひ
た
ろ
故
也

注
5

(
r
稲
宝
編
次
抄」
・
文
明
七
年）

宗
祇
は
「
源
中
納
宮」
を
諄
重
す
る
立
場
を
継
承
し、
紅
梅
巻
の
夕
霧
．

藤
大
納
言
は
そ
れ
ぞ
れ
前
官
名
で
呼
び
通
さ
れ
て
い
ろ
に
過
ぎ
な
い
と
考
え

た
の
で
あ
ろ。
兼
良
・
宗
祇
の
解
釈
で
は、

紅
梅
巻
と
竹
河
巻
と
の
巻
序
が

逆
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り、

後
世
に
は
二
巻
の
巻
序
が
逆
で
は
な
い

か
と
す
る
解
釈
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た。

文
明
八
年
（一
四
七
六）
及
び
長
享
三
年
(-
四
八
九）
の
二
度
に
わ
た

●
て
宗
祇
の
講
釈
を
聞
き、
他
日
に
は
兼
良
の
講
釈
を
も
聴
聞
し
た
肖
柏
は、

本
「
右」

（
左）
」

そ
の
他
の
諸
本
（
右）
＇（
r
大
成
校
異
篇』

採緑
の

講
義
録
r
聞
魯』
を
成
し
た。
実
隆
は
永
正
元
年
(
-
五
0
四）
、
こ
れ
を

借
り
受
け
て
第一
次
本
の
r
弄
花
抄』
を
成
し、
次
い
で
永
正
七
年、

今
日

注
6

一
般
に
流
布
す
ろ
第
二
次
本
『
弄
花
抄」
（
七
冊
本）
が
出
来
あ
が
っ
た。

注
7

そ
の
r
弄
花
抄」
に
は
こ
う
あ
ろ。

二

紅
梅
（一
四
五
一
・
12)
右
ノ
ヲ
ト
、
ナ
ン
此
世
ノ

①
夕
霧
ノ
コ
ト
ニ
ャ
左
ニ
ナ
ヲ
ス
ヘ
シ

®
私
此
篠
如
何

③
左
ナ
ル
ヘ
シ

①
の
注
記
は

肖柏
が、

講
釈
で
宗
祇
の
説
い
た
所
を
策
録
し
た
も
の
で
あ

ろ
う。
③
も
そ
う
な
の
か
も
知
れ
な
い
が、

①
で
得
た
考
え
方
で
肖
柏
ま
た

は
実
陸
が
記
し
た
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い。
®
が
誰
の
書
き
込
み
な
の
か

は
今
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
な
い
が、
『
弄
花
抄」
以
後
の
三
条
西
家
関
係
の

注
釈
笞
は
「
左
ナ
ル
ペ
シ
」
と
す
る
解
釈
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
ろ
の
で
あ

る。二
箇
所
に
お
け
る
諸
本
の
異
同
を
見
て
み
よ
う。

（一
四
五
一
・
12)
肖
柏
本
「
左」
．
笞
陵
部
本
「
左」
・
三
条
西
家

本
「
右」

も
の
に
限
る）

（
一
四
五
六
•
7)

肖柏
本
「
左」
・
宙
陵
部
本
「
左」
・
三
条
西
家

紅
梅
(-
四
五
六
•
7)
右
ノ
ヲ
ト
ヽ
ワ
レ
ラ
カ
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桐
壺
(-
九
•
6)
世
人
モ世

ノ
人
モ
ト
続
云
々

〔
異
同
〕
肖
柏
本
・
聾
陵
部
本
・
三
条
西
家
本
「
世
の
人
も」

そ
の
他
の
諸
本
「
世
人
も」

室
町
時
代
以
降、
源
氏
物
語
の
講
釈
が
様
々
な
湯
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ろ。
講
師
が
物
語
や
注
釈
香
を
抱
え
て
行
っ
て、

聴
聞
客
の
前
で
物
語
を
朗

読
し
な
が
ら
講
釈
を
加
え
て
い
く
の
で
あ
ろ
か
ら、
漢
字
と
漢
字
と
の
間
に

「
の
」
を
入
れ
て
読
む
か
否
か
が、
当
時
に
お
い
て
は
重
要
な
問
題
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う。
r
弄
花
抄』
の
中
に
は、

或
ろ
箇
所
を
消
音
で
院
む
か
潤

音
で
読
む
か
の
注
記
も
か
な
り
見
受
け
ら
れ
ろ。
「
和
抄」
と
あ
る
の
は
兼

良
の
r
涼
氏
和
秘
抄」
の
こ
と
で、

「
世
人」
を
「
世
の
人」
と
読
む
ぺ
＜

説
い
た
兼
良
の
説
を
宗
祇
以
後
踏
襲
し、

肖
柏・
実
隆
は
師
の
統
み
方
を
本

和
抄

そ
の
他
の
諸
本
「
右」

肖
拍
本
と
昏
陵
部
本
と
が
い
か
に
接
近
し
て
い
ろ
か、
い
か
に
宗
祇
の
説

に
忠
実
で
あ
ろ
か
を
顧
著
に
窺
い
得
ろ
例
で
あ
ろ
と
思
う。
一
方
の
「
右」

は
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
「
左」
に
改
め、

他
方
の
は
そ
の
ま
ま
「
右」
に
止
め、

躊
躇
す
ろ
三
条
西
家
本
の
在
り
方
に
も
注
意
し
た
い。
肖
柏
本
・
掛
陵
部
本

．
は
紅
梅
巻
に
限
ら
ず、

宇
治
の
物
語
に
登
場
す
ろ
夕
霧
右
大
臣
の
呼
称
の
ほ

と
ん
ど
を
「
左」
に
改
作
し
て
い
る
が、
三
条
西
家
本
は
再
び
こ
れ

らを「
右
」

に
戻
し
て
い
ろ
の
で
あ
ろ。

．

並
良
・
宗
祇
の
読
み
が、
三
本
に
影
響
を
与
え
て
い
る
例
を
い
ま
少
し
掲

げ
て
お
こ
う。

文
上
に
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る。

蓬
生
（
五
三
O
·
3
)
兵
部
卵
宮
の
御
女
ヨ
リ
外
ニ

式
部
卿
ト
ア
ル
本
モ
有
欺

掛
誤
ナ
ル
ヘ

シ
乙
女
巻
二
式
部
卿
ト
ハ
成
給
ヘ
ル
也

〔
異
同
〕
肖
柏
本
「
兵
部
卿
宮」
・
祖
陵
部
本
「
却
（
兵）
」
・
三
条

西
家
本
「
式
（
兵）
」
．

そ
の
他
の
諸
本
「
式」

物
語
の
構
想
論・
成
立
論
の
立
場
か
ら
様
々
な
形
で
採
り
上
げ
ら
れ
た
問

題
の
箇
所
で
あ
る。
特
に
兼
良
の
説
で
あ
る
と
い
う
記
載
も
な
い
か
ら、•
こ

れ
は
肖
柏
が
宗
祇
に
聞
い
た
ま
ま
を
記
載
し
た
の
で
あ
ろ
う。．
肖
柏
は
師
説

―3
 

を
素
直
に
受
け
入
れ
て
「
兵」
と
し
た。
実
隆
は、
笞
陵
部
本
の
段
階
で
は、
一

「
式」
こ
そ
諸
本
に
共
通
の
記
述
と
知
っ
て
か
知
ら
ず
か、
こ
れ
を`
く
セ
ケ

チ
の
形
で
の
こ
し
た
ま
ま
「
兵」
を
傍
記
し、
三
条
西
家
本
段
階
で
は、
師

の
読
み
を
多
少
意
識
し
て、
「
式」
の
横
に
「
兵」
を
並
記
す
る
に
止
め
た。

こ
こ
に
は、

数
十
年
に
わ
た
っ
て
様
々
な
伝
本
を
通
過
し
た
実
隆
の
読
み
の

変
化
と、
三
条
西
家
本
の
流
動
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る。

肖
柏
の
無
批
判
な
本
文
改
作
を
資
め
る
の
で
は
な
く、
宗
祇
の、
定
家
以

来
の
青
表
紙
本
復
興
に
際
し
て、
不
審
の
点
は
こ
れ
を
悉
く
解
消
し
よ
う
と

し
た
熱
意
を
こ
そ
想
う
ぺ
き
で
あ
ろ
う。

こ
れ
ま
で一
i一
条
西
家
の
胄
表
紙
証
本
に
影
堀
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
肖

柏本
が
注
視
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
が、

今
や

肖柏
本
そ
の
も
の
が、
mk

紫
上
ノ
享



花
抄』
の
注
釈
及
び
収
抄
本
文
（
そ
れ
は
兼
良
・
宗
祗
の
源
氏
研
究
の
成
果

で
も
あ
ろ
が）
か
ら、

青
表
紙
本
の
立
場
で
言
え
ば、

弊
害
を
被
っ
て
い
る

と
い
う
事
実
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

至
璽
（
七
三
五
．
9）

う
月
の
ひ
と
へ
め
く
物

ひ
と
へ
云
々

.
〔
異
同
〕
肖
柏
本
「

ii
（
の
し）
ひ
と
へ
」
．
苔
陵
部
本
「
う
月

の
の
し
ひ
と
へ
」

三
条
西
家
本
「
う
月
の
ひ
と
へ
」

青
表
紙
諸
本
「
う
月
の
ひ
と
へ
」

注
記
に
「
花
烏」
と
あ
る
の
は
r
花
烏
余
情」
、

「
一
勘」
と
あ
ろ
の
は

文
明
十
二
年
(
-
四
八
0)

肖
拍
が
不
審
の
点
を
直
接
兼
良
に
尋
ね
て
得
た

返
答
注
妃
で
あ
る。

r
花
烏』
の
説
を
宗
祇
に
聞
き、

再
び
茉
良
に
尋
ね
て

後、

胄
表
紙
本
系
統
の
証
で
も
あ
ろ
本
文
を
河
内
本
系
統
の
本
文
に
属
す
ろ

形
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う。

同
じ
よ
う
な
例
は
ま
だ
い
く
ら
も
あ
る。

①
蛍
（
八
ー
ニ
・
13)
す
そ
こ
の
木
丁

肖
柏
本
「
み
き
丁」

脊
表
紙
諸
本
「
み
き
丁」

®
若
菜
下
（
―
-
三
三
・
14)

右
大
将
大
納
宮
に
成
給
テ
例
ノ
左
ニ
ウ
ッ

0

0

0

0

リ
給
ヌ

↓

肖柏
本
「
右
大
将
の
君
大
納
口
に
成
給
ひ
て
れ

0

0

 .

.

 0

0

0

 

い
の
左
に
う
つ
り
給
ぬ
」

．

青
表
紙
諸
本
「
右
大
将
の
君
大
納
言
に
な
り
給
ぬ
」

或
は
の
し
ひ
と
へ
と
有

見
花
烏

一
勘

う
す
き
ぬ
の
事

如
此
の
し
を
か
け
た
る

花
宴
巻
の
「
コ
ナ
ク
サ
マ
ニ
ハ
ク
ル
物
力
」

®
総
角
（
一
六
0
八
・
11)
さ
る
心
し
け
ろ
に
や
と

゜る
心
し
け
る
」

青
表
紙
諸
本
「
心
し
け
る
」

①
で
は
「
み」
が
消
さ
れ
て
r
弄
花
抄』

収
抄
本
文
と
の
共
通
異
文
に、

®
で
は
「
給
ひ
て」
以
下
が
補
入
さ
れ
て
別
本
系
統
の
本
文
に、

③
に
お
い

て
も
「
さ
る
」
が
補
入
さ
れ
て
河
内
本
・
別
本
系
続
の
本
文
へ
と
改
変
さ
れ

て
い
ろ
の
で
あ
ろ。
い
ず
れ
も
そ
う
す
ぺ
き
だ
と
い
う
注
記
は
な
い
箇
所
で

あ
る
が、

先
に
掲
げ
た
例
か
ら、

兼
良
や
宗
祇
の
説
に
従
っ
た
も
の
と
見
て

よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

以
上、

紙
幅
の
都
合
上
あ
ま
り
多
く
の
例
を
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が、

三
条
西
家
ゆ
か
り
の
本
文
が、

定
家
の
育
表
紙
本
に
最
も
近
い
と
言

わ
れ
ろ
諸
本
（
例
え
ば
大
島
本
な
ど）
と
は
異
質
の
本
文
を
有
す
る
に
至
っ

た
経
路
を
r
弄
花
抄』
を
通
し
て
見
て
き
た。

兼
良
・
宗
祇
の
読
み
を
反
映

し
て、

今
日
に
伝
わ
ろ
肖
柏
本
よ
り
も
よ
り
育
表
紙
本
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
肖
柏
所
持
の
本
が、

河
内
本
・
別
本
的
性
格
の
色
濃
い
も
の
に
変
化
し
て

い
っ
た。

召
陵
部
本
は
こ
れ
に
か
な
り
接
近
し
て
い
る
が、

書
写
年
代
の
下

る
三
条
西
家
本
は、

逆
に
こ
れ
ら
を
離
れ
る
か
た
ら
で、

正
統
な
冑
表
紙
本

に
近
づ
い
て
来
ろ
の
で
あ
ろ。

岡
野
氏
は、

肖
柏
本
に
非
常
に
接
近
し
て
い
る
の
が
書
陵
部
本
で、

誉
陵

部
本
と
三
条
西
家
本
で
は
同
じ
三
条
西
家
の
証
本
で
も
随
分
距
離
が
在
っ
て、

゜

肖
柏
本
「
さ
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ミ
ツ
ノ
位
卜
可
読
ニ
ャ

ミ
ツ
ノ
位
ト
ア
リ

和
秘
抄
二
正一二
位
ノ
事
成
云
々

r
大
成
校
異
篇』
で
こ
の
箇
所
の
異
同
を
見
ろ
と、
御
物
本
の
み
が
「
お

ほ
き
み
つ
の
く
ら
い
」
と
す
る
本
文
を
有
し
て
い
る。
し
か
し
こ
れ
は
「
和

秘
抄」
、
即
ら
兼
良
の
r
諒
氏
和
椒
ザ」
が
収
抄
す
る
本
文
で
も
あ
っ
て、

宗
祗
や
肖
拍
ら
が
こ
の
臭
文
を
見
た
の
は
r
和
秘
抄』
に
お
い
て
で
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る。
r
弄
花
抄』
の
採
録
す
る
異
文
の
ほ
と
ん
ど
の
典
拠
は、

先
行
す
る
注
釈
誓
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
ろ。

r
河
洒
抄』
.
r
和
秘
抄」
.
r
花
烏
余
情』
等
の
収
抄
本
文
並
び
に
注

或
本
ニ
ハ
ヲ
ホ
キ

．

三
条
西
家
本
の
方
が
よ
り
現
行
の
育
表
紙
本
に
近
い
と
さ
わ
た。
r
弄
花
抄」

を
通
し
て
見
て
も
氏
の
御
論
に
反
す
る
所
は
な
い。
三
本
の
う
ら
最
も
早
く

成
っ
た
の
が
肖
柏
本、
次
い
で
書
陵
部
本・
三
条
西
家
本
と
い
う
順
で
あ
る。

こ
の
う
ち
三
条
西
家
本
（
実
隆·
公
条
・
公
順
班）
の
書
写
年
代
は
享
禄
四

年
（
一
五
三一
）
と
わ
か
っ
て
い
る
が、
肖
柏
本・
書
陵
部
本
の
書
写
年
代

は
判
明
し
て
い
な
い。
岡
野
氏
は
書
陵
部
本
（
実
隆
筆）
の
書
写
を
延
徳
四

呼

年
（
一
四
九
二）
頃
と
推
定
さ

た
が、
今
r
弄
花
抄』
を
以
て
更
に
遡
ろ

こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
忌
う。

r
弄
花
抄」
中
に
は、
異
文
に
関
す
ろ
注
記
が
多
数
掲
げ
ら
れ
て
い
て、

液
良
・
宗
祇
・
肖
柏・
実
隆
の
学
統
が、
当
時
い
か
な
る
本
文
を
目
に
し
て

い
た
か
を
知
る
上
で
厖
朕
な
資
料
と
成
り
得
ろ。

桐
壺
(
1
0
·
8)
三
位
ノ
ク
ラ
イ

釈
に
す
で
に
載
る
異
文・
異
文
注
記
を
差
し
引
い
て
も
『
弄
花
抄」
独
自
の

異
文
注
記
が
い
く
つ
も
残
ろ。
例
え
ば、

若
紫
（
一
六
五
・
13)
さ
し
く
み
に是

も
源
の
歌
に
や
と
云
々

何
如

一
本
佃
部
と
あ
り
可
然
歎

「
さ
し
く
み
に」
の
歌
を
詠
ん
だ
の
は
涼
氏
で
あ
っ
た
か、
僧
都
で
あ
っ

た
か。
「
花」
即
ち
r
花
烏
余
情』
の
兼
良
の
説
で
は
「
源」
の
歌
だ
と
す

る
が、
宗
祇・
肖
拍
は
合
点
が
ゆ
か
な
い。
「一
本」
に
「
冊
都」
と
あ
ろ

か
ら
で
あ
る。
r
大
成
校
異
篇』
採
録
の
諸
本
及
び
書

陵部
本
を
見
ろ
と、

御
物
本
・
肖
拍
本
・
三
条
西
家
本
に
の
み
「
そ
う
つ
さ
し
く
み
に」
と
あ
る。

注
＂

異
文
の
出
所
は
肖
拍
本
で
あ
ろ
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う。
r
弄
花
抄』

の
収
抄
本
文
と
肖
拍
本
・
召
陵
部
本・
三
条
西
家
本
は
非
常
に
接
近
し
て
は

い
る
が、
い
ず
れ
も
同一
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら、
三
本
と
も
異
文
の
典

注
12

拠
と
成
り
得
る
は
ず
で
あ
る。

花
宴
（
二
七
一
•
9)
コ
ナ
タ
サ
マ
ニ
ハ
ク
ル
物
カ

異
本ニ
ハ
ノ
字
ナ
シ
ャ
ス
ラ
カ
ナ
リ

r
大
成
校
異
篇』
に
採
録
さ
れ
て
い
ろ
諸
本
で、
「
コ
ナ
タ
サ
マ
ニ
ハ
」

の
「
ハ
」
を
表
記
し
な
い
伝
本
は
一
本
も
な
い。
と
こ
ろ
が
書
陵
部
本
は
「
こ

な
た
さ
ま
に」
で
「
は」
を
欠
く
の
で
あ
ろ。
現
在
我
々
が
目
に
す
ろ
こ
と

の
出
来
ろ
い
か
な
ろ
預
料
に
も
ま
し
て、
r
弄
花
抄』
が
「
ャ
ス
ラ
カ
ナ
リ」

と
判
断
す
ろ
根
拠
と
な
っ
た
こ
の
異
文
の
出
所
が、
世
陵
部
本
で
あ
ろ
可
能

性
は
高
い。
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r
弄
花
抄」
の
基
本
的
資
料
で
あ
ろ
肖
柏
の
r
聞
害』
は、

桐
壺
巻
か
ら

注
13

松
風
巻
ま
で
の
残
欠
本
の
形
で
現
在
に
伝
わ
っ
て
お
り、

『
弄
花
抄』
の
桐

壺
巻
か
ら
花
宴
巻
ま
で
に
賊
ろ
異
文
注
記
は、

既
に
r
聞
魯』
の
内
に
在
る。

実
隆
苔
写
の
帯
陵
部
本
に
し
か
見
ろ
こ
と
の
で
き
な
い
異
文
が、
肖
柏
のr
聞

笞』
の
段
階
で
既
に
存
在
す
ろ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
か。

先
に
も
述
ぺ
た
よ
う
に

点閲
轡」
は、

文
明
八
年
(
-
四
七
六）
•
長
享

三
年
（
一
四
八
九）
の一一
度
に
及
ぶ
宗
祇
の
講
釈
と、

他
日
の
兼
良
の
謂
釈

と
を
聞
い
て
肖
柏
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
が、

永
正
元
年
頃
実
隆
の
手
に

渡
り
r
弄
花
抄』
に
成
艮
す
ろ
一
方
で、

r
聞
得」
自
体
も
成
長
し
て
い
っ

注
14

た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ。

「
毀
本
ニ
ハ
ノ
シ
ナ
シ
ャ

ス
ラ
カ
ナ
リ」
が
文
明
八
年
か
ら
長
享
三
年
ま
で
の
間
に
『
問
書』
に
記
さ

れ
た
の
か、

そ
れ
以
後
で
あ
ろ
の
か。

後
者
の
場
合
岡
野
氏
の
推
定
に
無
理

は
な
い
が、

前
者
の
場
合
苔
唆
部
本
の
野
写
年
代
は
も
っ
と
早
く
な
ろ
公
算

が
大
き
い。

r
実
隆
公
記」
の
文
明
十
五
年
(
-
四
八一
1

l)
か
ら
文
明
十
七
年
ま
で
の

間
に
は、

実
隆
が
宇
治
十
帖
の
巻
々
を
宙
写
し
た
由
の
記
事
が
散
見
し、

文

明
十
七
年
困
三
月
二
十一
日
に
は、

源
氏
物
語
五
十
四
帖
を
害
写
し
終
え
た

と
あ
ろ。

そ
し
て、

同
月
の
二
十
八
日
か
ら
は
宗
祇
・
肖
柏
を
招
い
て
葵
巻

か
ら
講
釈
を
開
始
し、
一
年
と一
ニ
ケ
月
を
要
し
て
読
了
し
て
い
ろ。

岡
野
氏

の
推
定
さ
れ
た
延
徳
四
年
は
こ
れ
よ
り
お
よ
そ
四
年
後
で
あ
ろ
が、

柑
陵
部

本
の
害
写
が
宗
祇
・
肖
柏
の
講
釈
終
了
後
さ
ら
に
四
年
を
経
過
し
て
行
わ
れ

た
と
考
え
ろ
に
は、

そ
の
内
部
に
校
訂
の
痕
跡
が
多
過
ぎ
は
し
ま
い
か。

息
所」

鈴
虫
(
-
――l
O
二
•
4)

故
御
息
所
ノ

『
聞
田』
が
r
弄
花
抄』
へ
と
成
長
す
ろ
過
程
で、

実
隆
の
自
説
も
多
少

加
わ
る
が、

こ
れ
ら
す
ぺ
て
が
そ
う
だ
と
は
言
え
ま
い。

得
陵
部
本
は、r
聞

街』

所
収
の
本
文
（
即
ら
兼
良
・
宗
祗
の
読
み）
に
迎
合
す
ぺ
く
受
け
た
校

訂
の
跡
を
そ
の
ま
ま
残
し
過
ぎ
て
い
る
の
で
あ
る。

文
明
七
年
に
宗
祇
の
『
梱
玉
編
次
抄」
が
成
り、

文
明
八
年
に
肖
柏
は
第

一
回
の
宗
祇
の
講
釈
を
聴
聞
す
る。

紅
梅
巻
や
宇
治
十
帖
に
登
場
す
る
夕
霧

右
大
臣
が
全
て
「
左
大
臣
l

と
改
作
さ
れ
て
い
る
肖
柏
本
の
得
写
年
代
は
こ

の
人
人
」

藤
袴
（
九
三
O
•
2)

心
モ
テ
日
影
ニ

引
（
け）
」

藤
斑
莱
（
九
九
八
・
11)

今
日
ノ
御
法
ノ
エ
ヲ
モ

．

．

．

 

「
え
ILl
（
を）

も」

鈴
虫
（
一
二
九
一
•
8)
カ
ラ
ノ
百
歩
ノ
ク
ヌ
エ
カ
ウ

0

0

 

本・・9,
:
「
百
ふ
の
く
ぬ
え
か
う」

鈴
虫
(
-
―一
九
二
•
7)

行
カ
ウ
ノ
人
々

左
に
そ
の
具
体
例
を
掲
げ
る。

藤
袴
（
九
二
七
•
8)
カ
ク
コ
ン
モ
ト
テ

雷
陵
部
本・・・・・・
「
故
御

又
ハ
行
道
ト
ア
リ
云
々

害
陵
部
本・・・・・・
「
行
日
（
か）

う

↓
 

沓
陵
部

宵
陵
部
本・・・

害
陵
部
本・・・・・・
「
ひ
か

或
本
カ
コ
ト
モ
ト
テ

安
ク
聞
ユ
ル
欺

掛
陵
部
本・・・・・・

「
か
く
こ
む
（
と）
を
も
と
て」
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の
近
辺
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り、
文
明
十
二
年
に
兼
良
か
ら
一
勘
を
得
て
最

終
的
な
校
訂
を
受
け、
現
在
の
よ
う
な
形
で
伝
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
r
弄

花
抄』
が
掲
げ
る
異
文
に、
肖
柏
本
の
倍
の
割
合
で
よ
く
一
致
す
る
本
文
を

持
つ
書
陵
部
本
は、
肖
柏
本
と
は
距
離
の
あ
る
或
る
本
文
を
祖
本
と
し
て
有

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が、
こ
れ
と
肖
柏
か
ら
借
り
受
け
た
本
文•
そ
の

他
の
資
料
を
も
と
に
実
隆
が
校
合
掛
写
し
た
本
文
こ
そ
召
陵
部
本
で
あ
り、

文
明
十
七
年
阻
三
月
二
十一
日
に
困
写
さ
れ
た
源
氏
物
語
五
十
四
帖
だ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
宗
祇・
肖
柏
を
自
邸
に
招
い
た
目
的
の
ー
つ
は、

そ
の
校
訂
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
り、
先
の
宙
陵
部
本
に
兄
え
る
校

訂
の
痕
跡
が
そ
の
当
時
の
様
子
を
如
実
に
物
話
る
黄
重
な
資
料
で
あ
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か。

．

．

r
実
隆
公
記』
の
始
ま
る
の
が
文
明
六
年
（一
四
七
四）
、
実
隆
二
十
娯

の
年
か
ら
で、

文
明
八
年
八
月
十
九
日
の
条
に
は
「
晩
頭
肖
柏
来
話
云
」々

の
記
事
が
見
え
る。.
r
El!l
�
lJ
に
記
さ
れ
た
「
コ
ナ
タ
サ
マ
ニ
ハ
」
の
異
文

「
こ
な
た
さ
ま
に」
を
肖
柏
が
目
に
し
得
た
の
は、
打
陵
部
本
へ
と
変
貌
を

遂
げ
ろ
以
前
の
或
る
本
文
に
お
い
て
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
昏
陵
部
本
と

肖柏
本
と
の
緊
密
な
関
係
は、
例
え
ば
山
脇
氏
の
述
ぺ
ら
れ
た
如
く、

肖柏

所
持
の
本
を
実
隆
が
借
り
受
け
て
校
合
に
使
用
し
た
と
い
う
よ
う
な、
い
わ

ば一．
方
通
行
的
な
関
係
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い。
文
明
八
年
の
頃
す
で
に

実
隆
の
手
元
に
在
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
「
或
る
本
文」
は、
逆
に
肖
柏
本
の

成
立
に
も
関
与
し
得
た
の
で
は
な
い
か。
現
に、
山
脇
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い

注
15
る
よ
う
に、
『
実
隆
公
記」
文
明
八
年
八
月
十
九
日
の
「
晩
頭・・・」
の
記
述

の
後
に
は、
肖
拍
か
ら
拶
浮
橋
巻
の
書
写
を
依
顧
さ
れ
た
由
の
記
出
が
存
在

す
る
の
で
あ
る。

三
条
西
家
本
が、
肖
柏
本
・
書
陵
部
本
の
二
本
に
比
べ
て、
よ
り
正
統
な

青
表
紙
本
の
本
文
に
接
近
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は、
r
弄
花
抄』
を
通
し

て
み
た
場
合
に
も
確
認
さ
れ
る。
.
r
弄
花
抄』
が
収
抄
す
る
本
文
の
中
か
ら

河
内
本
系
統
に
の
み
属
す
る
本
文
を
抜
き
出
し
て
(
38
例）
、
三
本
に
ど
れ

だ
け
吸
収
さ
れ
て
い
ろ
か
を
調
査
し、
肖
拍
本
•
34
例、
宙
陵
部
本
・
27
例、

三
条
西
家
本
・
11
例
と
い
う
結
果
を
得
た
の
で
あ
る。
し
か
し
本
稿
は、
河

内
本
系
統
の
本
文
を
訂
正
し
て
育
汲
紙
本
に
接
近
す
る
と
い
う一ー一
条
西
家
本

の
在
り
方
に
は
注
目
し
な
い。
逆
に、
宗
祇
や
肖
柏
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
の

伝
本
を
目
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
実
隆
が、
伺
故
も
っ
と
定
家
の
背

表
紙
本
の
正
統
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い

の
で
あ
る。

花
烏
二
見
ユ

軟
応
ト
ア
リ

一
答
云

裕
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
物
二

高
キ
松
ナ
ト
絵
ニ

苔
テ
壁
ニ
ソ
ヘ
テ
引
也

〔
異
同
〕
肖
柏
本
f
せ
ん
し
ゃ
う」
．
柑
陵
部
本
「
せ
む
し
ゃ
う」
．

三
条
西
家
本
「
軟
限」

他
の
育
表
紙
諸
本
「
せ
し
ゃ
う」
•
河
内
本、
別
本
「
せ
ん

須
磨
（
四
三
五
・
1)
セ
ン
シ
ャ
ウ

東
屋
造
の
「
か
み
の
君
の
か
た
よ
り」
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」

さ
う

「
一

答
」

と
は、

文
明
九
年
(
-

四
七
七
）

宗
祗
が
不
審
の
点
を
兼
良
に

尋
ね
て
得
た
返
答
注
記
で
あ
る。

r
花
鳥」

に
あ
る
説
明
で
禍
足
で
き
な
か

っ
た
宗
紙
は
「
セ
ン
シ
ャ
ウ
」

が
ど
ん
な
物
か、

具
体
的
に
知
り
た
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は、

三
条
西
家
本
だ
け
が
一

答
の
掲

げ
る
「
軟
悶」

の
表
記
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
。

続
む
と
い

う
面
で
は
寧
ろ
有
難
い
よ
う
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

本
文
を
校
合
書
写
す
る

態
度
と
い
う
観
点
か
ら
は
見
過
と
し
に
で
き
な
い
例
で
あ
ろ
う。

·

前
項
に
掲
げ
た
「
さ
し
く
み
に
」

の
箇
所
でへ

「
そ
う
つ
さ
し
く
み
に
」

と
す
る
本
文
を
有
す
る
の
は
肖
柏
本
・

三
条
西
家
本
・

御
物
本
の
み
で
あ
っ

た
。

「
そ
う
つ
」

の
経
は、

お
そ
ら
く
「
さ
し
く
み
に
」

の
歌
の
主
を
明
示

す
る
傍
記
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、

肖
柏
本
の
段
階
で
本
文
の
中
に
組

み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

実
隆
父
子
は
ど
う
し

て
こ
れ
を
削
除
で
き
な
か
っ
た
の
か
．

・

東
屋
(
-

八

ニ
ニ
．

5
）

か
み
の
君
の
か
た
よ
り

．

、

常
陸
守
辺
よ
り
也

ィ
本
か
の
君
の

左
少
将
の
辺
よ
り
也

中
将
の
君
は、

浮
舟
と
一

緒
に
中
の
君
の
邸
に
g
を
よ
せ
て
い
る
。

匂
宮

が
、

后
の
宮
を
兄
鍔
う
た
め
邸
を
出
よ
う
と
い
う
時、

御
前
に
何
候
す
る
人

々
の
中
に
は
浮
舟
と
の
結
吊
を
拒
否
し
た
左
近
少
将
が
い
る
。

女
房
の
一

人

注
16

は
彼
の
噂
ば
な
し
を
始
め
る
。

「
力
の
岩
の
方
よ
り
」

聞
い
た
と
言
う
の
で

あ
る
。

「
か
み
の
き
み
」

と
す
る
本
文
を
有
す
ろ
の
は
三
条
西
家
本
だ
け
で
あ
る

か
ら、

『
弄
花
抄
」

の
こ
の
収
抄
本
文
・

注
記
は
実
隆
が
書
き
加
え
た
も
の

で
あ
ろ
う。

他
の
青
表
紙
諸
本
の
よ
う
に
「
か
の
君
」

と
す
る
の
で
は、

ロ

さ
が
な
い
女
房
が、

左
近
少
将
の
噂
を
常
陸
守
の
縁
者
か
ら
聞
き
及
ん
だ
の

か、

左
近
少
将
の
緑
者
か
ら
聞
い
た
の
か
が
曖
昧
に
な
る
と
考
え
た
実
隆
は
、

「
か
の
君
」

に
仮
託
す
る
「
左
近
少
将
の
辺
よ
り
也
」

の
解
釈
を
「
イ
本
」

扱
い
と
し、

自
説
「
常
陸
守
辺
よ
り
也
」

に
一

本
化
す
ぺ
く、

本
文
を
「
か

み
の
き
み
」

に
改
作
し
た
の
で
あ
る
。

三
条
西
家
の
青
表
紙
証
本
が
書
陵
部
本
か
ら
三
条
西
家
本
へ
と
変
容
す
る

過
程
で、

硲
か
に
多
く
の
河
内
本
・

別
本
系
杭
の
本
文
が
訂
正
さ
れ
た
。

し

か
し、

は
た
し
て
実
陥
の
校
合
書
写
す
る
態
度
に、

肖
拍
の
そ
れ
と
異
な
る

も
の
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

右
に
掲
げ
た
例
が
、

か
か

る
疑
念
を
抱
か
さ
ず
に
は
お
か
な
い
の
で
あ
る
。

河
内
学
派
が
そ
の
隆
盛
を
極
め
た
時
代、

諸
本
混
合
の
末
に
で
き
あ
が
っ

た
本
文
は、

実
に
続
み
や
す
く
不
純
な
本
文
で
は
あ
っ
た
が、

r
水
原
抄
」

な
る
大
部
の
注
釈
書
の
出
現
を
可
能
に
し
た
。

青
表
紙
本
に
依
拠
す
る
源
氏

研
究
に
も
そ
の
よ
う
な
時
代
が
到
来
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。

r
花
烏
余
情
』

が
世
に
出
て
鑑
賞
批
評
に
力
が
注
が
れ、

宗
祇
か
ら
r
聞
書
』

へ
‘
r
聞
書
』

か
ら
r
弄
花
抄
』

へ
、

r
弄
花
抄
」

か
ら、

後
世
絶
賛
を
博
し
た
『
細
流
抄
』

へ
と
注
釈
が
成
長
し、

本
文
と
の
OO
係
・

物
語
の
展
開
と
の
関
係
を、

例
え

ば
r
河
海
抄
』

な
ど
は
足
元
に
も
及
ば
な
い
ほ
ど
密
に
し
て
い
っ
た
。

そ
う

し
た
状
況
下
で
本
文
優
位
の
原
則
が
破
ら
れ、

注
釈
書
が
こ
れ
に
改
変
を
強
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『
弄
花
抄』
を
基
軸
に
据
え
て、

肖
柏
本
・
密
陵
部
本
・
――一
条
西
家
本
の

成
立
と
性
格
を
見
て
き
た。

育
表
紙
本
と
河
内
本
の
区
別
が
明
瞭
で
な
か
づ
が
当
時
の、

妓
良
・
宗
祇

の
影
鰈
力
に
は
驚
か
ざ
る
を
え
な
い
が、

河
内
本
系
統
の
本
文
に
よ
っ
て
源

氏
物
語
の
研
究
を
お
こ
な
っ
た
兼
良
と、

定
家
以
来
の
背
表
紙
本
の
復
興
に

努
め
た
宗
祗
と
の
接
触
こ
そ
は、

青
表
紙
本
の
亜
流
と
も
い
え
る
肖
柏
本
の

出
現
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う。

兼
良
・
宗
祇
の
読
み
の
影

禦
と
肖
柏
本
の
影
湿
と
を
共
に
払
拭
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
実
隆

が、

三
条
西
家
本
を
轡
写
す
ろ
段
階
で
そ
う
で
き
な
か
っ
た
理
由
の
―
つ
に

は、

自
家
の
注
釈
書
r
細
流
抄』
へ
の
用
意
と
し
て
r
弄
花
抄」
を
完
成
さ

せ
た
こ
と
が
あ
る。

肖
拍
の
r
聞
書』
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
た
先
の
二
人
の

読
み
を
欠
い
て、

『
細
流
抄』
の
成
立
は
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り、
ニ

人
の
読
み
を
継
承
す
ろ
に
は、

本
文
上
に
r
弄
花
抄」
の
収
抄
本
文
•
河
内

む

す

び

．
い
る
と
い
う
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た。
「
本
文
か
ら
読
み
へ」

の
順
序
が
「
読
み
か
ら
本
文
へ
」
の
順
序
へ
と
逆
転
す
る
と
い
う
事
態
が
生

ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ。

実
隆
が、

自
家
の
椛
威
に
も
の
を
い
わ
せ
て、

貨
所
に
眠
る
本
文
を
悉
く

披
見
し、

本
文
優
位
の
原
則
に
も
っ
と
忠
実
で
あ
っ
た
な
ら
ば、

古
典
の
大

衆
化
と
い
う
現
象
は
現
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が、

近
世
の
源

氏
研
究
は
よ
り
純
粋
な
か
た
ち
で
進
展
を
遂
げ
た
は
ず
で
あ
る。

本
・
肖

柏本
よ
り
引
き
継
い
だ
も
の
を
い
く
ら
か
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う。

先
に
も
述
ぺ
た
よ
う
に、

こ
の
時
代
に
は
源
氏
の
講
釈
が
盛
ん
に
催
さ
れ

て
お
り、

購
師
は
物
語
を
朗
読
し、

問
題
の
箇
所
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
注
釈

を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
聴
衆
を
納
得
さ
せ

る
注
釈
の
体
系
が
必
要
で
却
が
し、

そ
の
注
釈
は
物
語
の
本
文
と
う
ま
く
照

合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ。

三
条
西
家
ゆ
か
り
の

本
文
の
性
格
を
r
弄
花
抄」
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
も、

実
は
そ
の

よ
う
な
享
受
形
態
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
ろ。

注
1

工
藤
進
思
郎
先
生
編
r
首
啓
源
氏
物
語

窓
生
•
関
屋」
（
昭
和

六
二
年

和
泉
書
院）
解
説
に
詳
し
い
。

2

r
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究』
（
昭
和
十
九
年

創
元
社）
に

詳
し
い。

3

「
証
本
源
氏
物
語
の
本
文
に
つ
い
て

—ー
特
に
肖
柏
本
と
の
関
係

に
つ
い
て」
（
「
語
文」

第
二
三
輯

昭
和
四
一
年
三
月）
。

4

『
増
註
源
氏
物
語
湖
月
抄』
（
昭
和
五
七
年

名
著
普
及
会）
所

収
の
も
の
に
よ
っ
た。

5

中
野
幸一
氏
顧、

源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
巻
四
（
昭
和
五
五
年

武
蔵
苔
院）
所
収
の
も
の
に
よ
っ
た。

6

伊
井
春
樹
氏
著
r
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究」
（
昭
和
五
五
年

桜
楓
社）
に
詳
し
い。

岡
山
大
学
附
属
図
杏
館
所
蔵
の
池
田
家
文
庫
本
3邸
氏
物
話
聞
書』

7
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，

 

（
七
冊）
を
底
本
に
採
用
し
た。
伊
井
氏
の
所
製
第
二
次
本
r
弄
花

抄』
に
属
す
る
善
本
で
あ
る。
（
）
内
Ic
r
源
氏
物
語
大
成』
校

異
篇
に
お
け
ろ
頁
数
・
行
数
を
示
し、

諸
本
の
異
同
の
書
式
も
こ
れ

に
従
っ
た。

注
3
に
同
じ。

注
3
に
同
じ。

10

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
害
第一二
期5
r
源
氏

和秘

＇

抄
J

（
昭
和
五
七
年

福
武
書
店）
に
よ
っ
た。

n

r
弄
花
抄』
の
収
抄
す
る
本
文
と
掲
げ
る
異
文
と
が、
そ
の
他
の

伝
本
に
一

致
し
な
い
の
に、

御
物
本
と
三
条
西
家
ゆか
り
の
本
文と

に
等
し
く
一

致
す
ると
い
う
例
が
い
く
ら
か
あ
ろ
の
は
気
に
な
る
現

象で
ある
が、
こ
こ
で
は
言
及
し

な
い。

12

た
だ
し
三
条
西
家
本に
つ
い
て
は、

書
写
年
代
が
『
弄
花
抄』
の

一

応
の
完
成
以
後
で
あ
る
か
ら、

そ
れ
自
体
が
異
文
の
典
拠
で
ある

と
い
う
よ
り
も、

そ
の
校
合
む
写
に

貢献
し
た
諸

資料
が
典
拠
だと

考
え
た
ほ
う
が
よさ
そ
うで
あ
る。

13

国
学
院
大
学
図
嘗
館
蔵
本で、

伊井
春
樹
氏
網
r
弄
花
抄

付源

氏
物
栢
聞
瀞』

（
昭
和五
八
年

桜
楓
社）

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る。

14

注6
に
同
じ。

15

注2
に
同
じ。

16

日
本
古
典
文
学
全
集
の
記
載
で、

全
集
は
左
近

少将
の
縁
者
から

聞
き
及
ん
だ
と
す
る。

第
二
十
八
号

第
二
十
四
号

第十
一
号

第
四
号

r
弄
花
抄』
が
異
文
と
認
め
て
い
る
も
の
の
中
に、

河
内
本・
別

本
系
統
に
特
有
の
も
の
が
あ
る
と
等
し
く
冑
汲
紙
本
系
統
に
固
有
な

も
の
が
存
在
す
る
こ
と
で
も
わ
か
る。

18

実
際
に
講
釈
の
場
で
r
弄
花
抄」
が
活
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は、
そ
の
各
冊
目
録
の
巻
々
の
名
の
辺り
に
「
講
絞
日
数
二
日」
．

「
問一
日」
等
の
祖
き
込
み
が
あ
る
の
で
も
わ
か
る。

（
岡
山
大
学
大

学院
研
究
生）

........................................................；
.......................................

‘,’
 

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
一

．

（
 

（
昭
和
六
十三
年一
月＼

十
二
月）

単
行
本
・

目
録

聖
徳
太
子
の
世
界
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所）

挑
園
文
庫
目
録
（
東
海
大
学
附
属
図
書
館）

中
粒―

雑
誌
•

紀
嬰

愛
知
淑
痣
大
学
国
話
閲
文

愛
知
大
学
国
文
学

愛
文
（
愛
知
大
学）

百
山
語
文

第
十
八
サ

旭
川
因文
（
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
分
校）

鈷
見
学
園
短
期
大
学
紀
要

第
二
十
三
集、

第
二
十
四
集、

第
二
十
五
集

魚
津シ
ン
ポ
ジ
ウム
（
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学）

17 

第
三号

-10-




